
自治体職員向けワークショップ
「リノベーション✕創業によるまちづくり」

～先進事例実践者のハンズオンでつくる
まちを動かすためのアクションプラン～

中小企業庁では、令和６年度より商店街を含めたエリアの価値を高めるため、

専門家派遣による地域の課題解決や体制づくりに向けた支援を重点的に行います。

近畿経済産業局はこの支援施策活用につなげるため、「リノベーション×創業による

まちづくり」をテーマとしたワークショップを開催します。

ワークショップでは、参加者がグループに分かれて、多様な視点を持ち寄って課題や

ビジョンを共有し、役所内の関係部署との連携など課題解決の方策を検討していきます。

実用性の高いプランを策定するために、全国でも先進的なまちづくりの実績のある

自治体職員・民間講師をお招きし、各地域特徴を踏まえた現状分析とプランの解像度を

あげていきます。「地域を元気にしたい！」同じ志をもった仲間と出会えるワーク

ショップに、ぜひご参加ください！

日時
2024/ 1/31 水 ～2/1 木 の２日間

▶2024/1/31（水）10:00～18:00、2/1（木）9:00～16:00
▶１日目の夜に交流会（18:00～19:30・会費制）も実施！

古川町商店街内
白川ライフアカデミア
２階レンタルスペース
（京都市東山区古川町５４４）

対象 地方自治体職員
（複数名での参加大歓迎）

定員 15～20名程度

会場

京都市営
地下鉄東西線
「東山」駅
2番出口すぐ

お問い合わせ先：近畿経済産業局 産業部 流通・サービス産業課
TEL：06-6966-6025 E-Mail：bzl-kin-commerce-lg@meti.go.jp

申込
申請フォーム（下記URLもしくはQRコード）よりお申し込みください。
▶申込締切：令和6年1月5日（金）
https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kansai01/form345

・リノベーション×創業によるまちづくりの取組紹介

・地域の様々なプレイヤーの関わり方や自治体内の様々な部署の連携方法を考え、
地域のまちづくりの課題解決の方策の第一歩を検討・立案するためのワークショップの実施

内容

他地域の取組を知りたい！空き店舗対策の支援を考えたい！商店街を盛り上げたい！等の思いをお持ちの方。

役職・部署は問いません！関係部署、地域の将来を担う若手の皆さんなど複数名でのご参加をお待ちしています。

～わたしが動けばまちも変わる！自治体職員こそがつくれる「地域の未来」～

主催 近畿経済産業局 参加費 無料

https://mm-enquete-cnt.meti.go.jp/form/pub/kansai01/form345


タイムスケジュール

▶1月31日（水）

講師紹介

10:00～10:15 開会、趣旨説明 【説明者】近畿経済産業局

10:15～11:15 和歌山市のリノベーション×創業によるまちづくりの取組紹介
ワークショップのオリエンテーション（ワークショップのゴールの共有）
【講師】和歌山市産業交流局文化スポーツ部スポーツ振興課 副課長 榎本 和弘氏

11:15～12:15 古川町商店街での取組紹介、商店街見学
【講師】株式会社白川まちづくり会社 副社長 鈴木 淳之氏

12:15～13:00 昼食

13:00～17:00 ワークショップ
・参加者自己紹介
・アクションプランの検討
・アクションプランの中間発表

【ファシリテーター】
和歌山市産業交流局文化スポーツ部スポーツ振興課 副課長 榎本 和弘氏
和歌山市都市建設局都市計画部都市再生課 班長 中村 英人氏
一般社団法人フラットデザイン 代表理事 舟木 公一郎氏

17:00～18:00 武蔵野市での取組事例紹介
『「公」が果たすべき役割とは？-行政に依存しない民間主導の官民連携まちづくり-』

【講師】一般社団法人フラットデザイン 代表理事 舟木 公一郎氏

18:00～19:30 交流会

09:00～10:00 話題提供、ワークショップのヒント
【講師】一般社団法人フラットデザイン 代表理事 舟木 公一郎氏

10:00～12:00 ワークショップ
・アクションプランの検討＋方向性の発表

株式会社白川まちづくり会社
副社長 鈴木 淳之氏

一般社団法人フラットデザイン
代表理事 舟木 公一郎氏

和歌山市 産業交流局
文化スポーツ部 スポーツ振興課

副課長 榎本 和弘氏

和歌山市 都市建設局
都市計画部 都市再生課
班長 中村 英人氏

石川県金沢市生まれ。北海道大学経済学部卒業。
東京都武蔵野市で、個性を活かした仕事づくり
／協業をテーマにした、リノベーションまちづ
くりを実践。４年で１３店舗シャッターを開け
ることに助力し、２つの事業組合を設立。
自ら稼ぐ中間支援組織経営で、行政に依存しな
い自立した地域自治をめざす。

和歌山市出身。大学卒業後、1999年に和歌山
市役所入庁。北九州で開催されていたリノベー
ションスクールを和歌山市でも開催するように
働きかけ、2014年2月に第1回リノベーション
スクールを開催した。和歌山市リノベーション
まちづくりの火付け役。

▶2月1日（木）

12:00～13:00 昼食

13:00～15:50 ワークショップ
・アクションプラン仕上げ
・グループ発表、講評

15:50～16:00 閉会

※参加人数によってタイムスケジュールは変更になる可能性があります。

名古屋市出身。プランナーとして中部地方の
地域のプロモーションなどを手掛ける。2014年
9月より古川町商店街活性化事業に携わり、
2017年、株式会社白川まちづくり会社を設立。
コミュニティづくり、空家対策、新店舗誘致、
観光事業などを行なう。現在、古川町商店街
副理事長、粟田まちづくり協議会副理事長、
COCOしらかわ顧問を担っている。

大阪府堺市出身。大学卒業後、2006年に和歌
山市役所入庁。南海和歌山市駅などの開発プロ
ジェクトを担当した後、現在は開発プロジェク
トだけでなく、官民連携によるウォーカブルな
まちづくりを推進しながら、商店街の再生にも
携わる。民間事業者や商店街組合などと一緒に、
常に面白い企画を妄想し実現する行政マン。
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